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青少年就労支援ネットワーク静岡

「人とのつながりで人は変わる」

ミッション
青少年就労支援ネットワーク静岡は、
静岡県内の働きたいけれども働けな
い人びとに対して、市民のネット
ワークによる伴走型の就労支援を提
供することを通じて、働く喜びを分
かち合える、相互扶助の社会をつく
ることを目的とします。

平成14年 任意団体として発足

平成15年 支援を開始

平成16年 NPO法人化



平成で県内に1,400人のボランティア



人は働けるという信念
IPSの効果研究
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IPSの原則： 本人に対する信頼

1.競争的雇用に焦点が当てられている： 重い精神障がいをもつ人たちは目標を一般雇用に
おいて、それを達成することができると考える。

2.仕事探しをいつ始めるのかはクライエントの選択に基づいている： 働く準備ができてい
るかどうかの評価・診断・症状・不法薬物の使用歴・精神科病院への入院歴・障がいの程
度または刑事罰を受けた過去などによって、働くことを望む人々を排除しない

3.リハビリテーションと精神保健サービスの統合： ＩＰＳプログラムは精神保健治療チー
ムと統合されている

4.クライエントの好みを尊重する： サービス提供はプロバイダーの判断よりむしろクライ
アントの好みと選択に基づいている。

5.個別の経済的カウンセリング： 雇用仕事スペシャリストは、クライエントのために社会
保障、医療扶助他の公的援助に関する個人用にカスタマイズされ、分かりやすく、かつ正
確な情報を得るのを援助する

6.迅速な職探し： ＩＰＳプログラムでは就職のためのアプローチとして、長期にわたる職
業前評価や訓練・カウンセリングを行うよりもむしろ、クライエントが直接仕事を得るの
を助けるために迅速な職探しをするアプローチを用いる

7.系統的な職場開拓： 雇用スペシャリストは、計画的に地元の雇用者と接触を持つことに
よって、クライエントの興味に基づく雇用者ネットワークを構築する

8.無期限の個別支援： クライエントが望み、必要とする限り、フォローアップ支援は個別
に判断されて継続される



伴走で萃点をつくる
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伴走で萃点をつくる

7



萃点が自己増殖し、生態系となる



市民による対話の“普通さ”が問題を
“解決”に導く

複数人で色々な角度から応援できる
大切なのは、本人がいま話したいことを尊重すること。
「話を聞くってこと自体は同じだとしても、病気に関わる
話を聞くのか、本人の話したい話、苦しさとかを聞くの
かって、病人を診てるのか病気を持っている一人の人間を
見てるのかで違う感じがするんですね。専門家があまりに
も強くなりすぎて決めつけられたりする中で、話せなくな
る人たちがいっぱいるんじゃないかなって。対等な立場で
輪になって“普通に”話せるようになれば、その言葉を話せ
なくなった、話しちゃいけなくなった人たちが自分の苦し
さを話せるようになっていくんじゃないかなって。そうな
ると楽になっていくっていうか」
（オープンダイアローグ：NHKハートネット）より



ウィークタイズ
（弱い紐帯）の強み



話を聴く
自分が落ち込んでいた時に、話を聴いてくれた人がいた。
日向ぼっこをしながら、ゆったりとした時間を一緒に過ごす。



職探しミーティング

• どんな仕事があるか、みんなで話し合う場

（ex.  秤量・供給・足場屋と三輪ジャイロから運転手へ）

• 好きなことや、ストレングス（魅力や可能性）、こだわり

をもとに



身だしなみを整える。

• 学校は学ランだったから、面接に臨むと

なった時にどのような服を着たらよいか

…

• そこで、スーツやYシャツ、靴や鞄を貸与

してくれたり、おさがりで頂いたり

• 初めてネクタイを結ぶから、どんな風に

やったら良いかわからないから、結び方

を教えてもらいました。



面接の練習と勉強会

（専門や技術を伴う職種に関して）

• 身だしなみや所作等気
を付けることと、一般
的な質問についてはサ
ポステ内で行ったけれ
ども…

• 専門スキルについての
質問が不安とのことで

• 急遽、希望職種の経験
者でもあり、採用担当
もされていたサポー
ターさんに模擬面接を
してもらいました。



フォローアップミーティング
から始まる出会い・化学結合

• 土曜日の午後に行ったFM

• どんな仕事が出来るか悩
んでいたUさんに、企業
担当をしている市役所職
員の方が「こんな会社見
てみない？」とその場で、
ある工場に連絡を取って
くださいました。

• たまたま工場長がいたの
で、サポーターさんと３
名ですぐに工場へ直
行！！

• お互いに気に入って、後
日面接をして採用となり
ました



職場訪問（働き続けることの応援）

• 働き始めるとなかなか連絡が取れなくなることもあるけれど、
地域のサポーターさんなら、働いているところに様子も見に行
ける。もしかしたらお客さんとして応援してくれることも。



就職決定届を機に
お給料の仕組みや
社会保障について
学ぼう！！

「お給料って満額もらえる訳で
はないんだ…」「何が引かれて
いるの」という言葉をきっかけ
に、社会保険労務士として活動
をしているサポーターさんが説
明をして下さり、金銭管理の
きっかけにもなりました。



通勤困難な若者に
自転車を譲り受ける

• 就職は何とか決まりそう。

• 車の免許もないし、バス
での通勤もダイヤが少な
いし、お給料が入るまで、
バス代の立て替えも
ちょっと厳しいし、家族
の協力も難しい…

• そんなときにサポーター
さんがメーリングリスト
を見たからと言って、
使っていた自転車を譲り
受けました。



学び直しをしたいと思った時に

• 働くこと以外の進路
も考え始めたOさん。

• 病気で高校を中退し
たため、高卒の資格
を取りたいと考え始
めたので

• 公立高校（定時制）
の教員をしているサ
ポーターさんにどん
な進め方があるか聞
くことになりました



高校で校内カフェを開く
高校の同窓会役員をやっているサポーターさんの発信！学校生活で

困りごとがないか、アルバイトの応援が必要ならば即行動！

家族や教員以外の地域の大人と出会う場。



趣味やリフレッシュ等の開拓
真面目な方たちが多いので、仕事の時間以外の過
ごし方について、紹介や共有をしながらメリハリ
のある生活をすること、また地域で一緒に生活す
る仲間として繋がりあうこと



地域活動へ一緒に参加
地域で生活する者として、自治会や消防団、漁協組合、教育委員会等のボランティア
活動で地域を知る。



その他やっていること

・食事に行く ・男のモテ講座
・畑を一緒にやる ・マラソン
・スポーツを一緒に行う ・カメラ部
・カラオケに行く ・一人暮らしの準備
・コーラス部を結成 ・引越し
・ラフターヨガに参加する ・クラフトの会
・釣りに行く ・歴史の研究
・映画に行く ・保護者との相談
・貯金節約の仕方の研究 ・食材や料理の
・起業の応援 おすそ分け
・市役所等の窓口の伴走 ・就労体験の受入れ
・会社の求人情報提供 ・ウォーキング
・制度や法律の改正の説明 ・ダイエット



ストレングスとは



好きなこと
好きなもの
好きなひと

etc.



困っている人は「自分の希望」を言えるでしょうか
（諦めの気持ちなど言えない事も多いかと思います）
「自分の希望」を聞くだけでは足りない

好きな○○から、大切にしていること魅力や可能性、
習慣にしている事を教えてもらい、
職探しと言いつつ縁を増やしていくこと

縁増やしは最初は直接就労支援に
関係ないかもしれませんが、
その縁から就労支援につながることもあります。

静岡方式の「ストレングス」は
好きな事・好きなもの・好きな○○



職探し
ミーティングを

しよう



ごちゃ混ぜの場をつくる

６人グループ
（有償２人・無償２人・困っている人２人）

困っている人のどちらかが事例提供者
▶なりきってください！！

有償と無償の人は
▶好きなこと・好きなもの・好きな人等を聞く
▶困っている人が楽しくなるように



進め方・ルール

STEP１ 「困りごと」を真ん中に書く
「好きな事・好きなもの・好きな○○」をたくさん聞いて
「困りごと」の周りに書き込んでいく（５分）

STEP２ それぞれの立場で「出来ること」「出来そうなこと」
「間接的に出来そうなこと」を付箋に書いていく。
・付箋はそれぞれの立場で色分け
・一枚に１個書いて、下に名前を書く（４分）

STEP３ 声に出しながら発表する、同じ「好きなこと」に関する
意見はその場で声に出しながら追加して貼る（５分）

STEP４ 立場を変えて、STEP２とSTEP３を全部で３セット繰り返す
「困っている本人」は今回は話しながら聞きながら感じた
「こういうものがあれば」「好きな○○」の追加を書く



縁を増やす（有償）

今担当している中で
何ができるか付箋に書く

▶具体的にできる事を書いてください
▶「制度の申請が出来る」
「ご自宅の訪問支援が出来る」等

▶他部署・他機関の助けも書いてみる
▶応援団を増やそう！



縁を増やす（無償）

一人の市民として、どんな
応援ができそうか付箋に書く

▶皆さんの地域の情報を出し合う
「こんな方を知っているよ」
「ムーミンのイベントがあるよ」

▶一緒にやれそうな事は何か
「ウォーキングしながら話そうか」

▶応援団を増やそう！



縁を増やす（困っている本人以外）

私も困っています、それでも
隣の誰かの応援はいつでも可能です。

▶設定された困っている人になりきる。
▶その方のストレングス「好きなこと・好きな
もの・好きな○○」を思い浮かべてください。
▶「料理が好き、節約で一緒に食事作ろう」

「身体を動かすのが好き、ダイエット応援」
▶応援しながら自分の
応援団を増やそう！



ストレングスと職探しミーティング

 ごちゃ混ぜの場をつくる
・どんな人も働けると信じる
・準備、病気や障害、触法などで排除しない
・本人の好み＞支援者の判断
・本人抜きにしない、本人が主人公
・みんな対等な関係
応援していいし、されていいから

・緩い繋がりだからうまく行くことがある
・解決する場ではない、出来ることを
想像共有していく場



就労支援を通じた地域づくり
「こんな社会だったらいいのにな」といった
個人の目標や夢の実現、そして運動

誰もが応援していい、応援されてもいい
出来るときに・出来ること・出来るだけ

私たちはお互いにサポーター
地域づくりの仲間として想像・共有していくこと


